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日時、 昭和 十六 年 十月 卅 一 日 (金) 午 詩 九 時 

場所、 東京 市 淀橋區 柏木 四ノ九 gl 四 

. 淀 橋聖敎 會會堂 

第 I 日 (第一 回) 

〇 總 會禮拜 司會者 山 崎 亭治 

1、 一 同 起立 阈歌 ニ唱 

1 、 宮城 遙拜 

I 、 皇軍 將兵 及戰沒 傷者 並 _1 其 家族 ノ 爲默禱 一 

1、 聖 歌 第三 十番 • • 

一 、 詩篇 交讀 第 九十 ニ篇 

I 、 祈 禱 * 米 田 委員 

一、 聖書. 朗讀 羅 十二 章. , 伊藤 代議員 

I 、 說 敎 腓三 〇 十三、 十四 小 原 委 I* 

(耍 旨) 過去 ヲ忘レ II 前 ヲ望ミ .—— 前進 セン 

I 聖 ^^第 I ハ, 夢 

1、 祈 禱 一 宮 代議員 

1 , 頌榮 及祝禱 



〇 總會 常置 委員 挨拶 * 

川端 代議員 常置 委員 ヲ 代表 シ 挨拶 ノ辭ヲ 述べ 引績キ . 

座長 一一 推サル 

〇 議長 選擧ヲ 議場 一一 諮ル、 座長 指名 ノ聲 ァリ 

川端 座長 車 田 委員長 ヲ 議長 一一 指名 

〇 議長 着席 車 田 委員長 議長 席 11 着ク 

〇 書記 副議長 及 記錄署 名 捺印 者 ノ選擧 • 議長 指名 ノ聲 ゥ 

ァリ 議長 正書 記 蔦 田 二 雄， 副書 記 板 垣 代議員 ヲ 指名 C 

副議長 ハ小原 委員 ヲ 指名 シ、 記錄 署名捺印 者 トシ テ . 

山 崎 及 安倍 兩 代議員 指名 

〇 次 一一 總會々 計 選擧ノ 儀ヲ諮 リシ 一一 議長 指名 ノ聲 ァリ 

シ ガ 副議長 一一 指名 ヲ命ジ 小 原 副議長 ハ總會 々計 一一 蔦 

田、. 川端 兩 代議員 ヲ 指名 ス ， 

〇 代議員 點呼 一一 先立 チ 議長 副議長 ヲ シ テ 代議員 數ノ減 ■ 

數 一一 關シテ 說明ヲ 述べ シム 

〇 小 原 副議長 議員 招集 狀ヲ 朗讀シ テ之 一一 就キ說 明ヲナ 

シ、 九月 十八 R; 文部省 ヨリ 減員 セョト ノ事デ 時局 止 



磯精豐 
吉— 造銳 

中 蔦 小 車 
島 田 出 田 

代 ニ朋秋 
作 雄 治^: 



乙種 代議員 布 山 丑太郞 二 名 

o 玆 一一 總會ノ 成立 ヲ見、 議長 日本 基督 敎圑第 六部 第 一 

回總會 成立 ヲ官 ーシ 議事 假 日程 ノ 承認 ヲ求メ 一 同 承認 

議事 一一 入ル .^^ r 々 . . . V 

〇 日本 基督 敎圑 創立 經過 報告 一一 先立 チ委 員會ヲ 代表 シ 

米 田 委員 ヨリ 委員 滿斯 完了 一一 關ス ル 挨拶 ノ 辭ァリ 

(要旨) 『感謝 ー 述懷— 今後 ノ彌愈 レ ル 圍結ノ 要望』 

1. 宫 代議員 信徒 及敎 役者 ヲ 代表 シ テ 伊藤 代議員 |ー 

是 等ノ辭 一一 對シ 答辭ヲ 述べ ラレ タシ ト欲ム 

伊藤 代議員 我等 パ 三 委員 ノ故 1ー 感謝 デ 一 杯デ ァ ル 

ァレキ サン ダ ー ガ嘗テ 「支配者 ノ 悲哀」 ト言フ 事 

ヲ 申シタ 事ガァ ル —— 善政 ヲ布 ィテ 乇當 然ト言 ハ 

レ、 故障 アラバ 苦情 ヲ受 ケル。 我等 ノ側 一一 於テモ 

. 羅々 協力 ト服從 ガ缺ケ 勝 チナリ シヲ 申譯ナ ク思フ 

, ソレー 一 モ不拘 三人 ノ 委員 ガ 今日 迄 勤 メテ項 キマシ 

タ事ヲ 深謝 スル。 如何 一 一 モアレ 多年 ノ經驗 一一 立脚 

シ新 制度 一一 對 シ テ モ愈々 御協力 ヲ乞ヒ タ ク存ジ マ 

ス之ヲ 以テ答 辭及御 禮ノ辭 トス . 

次 一一 議長 ノ命 一一 依リ 安倍 代議員 ヨリ 今日 迄 ノ敎圑 創 

, 立 經過報 吿ァリ 



ムヲ得 ザル事 トシ 常置 委員 會 ヲ開キ 議員 數 ノ 五分 ノ 

三ノ 三十 名ト スル事 一 一 定メ タル 事ヲ 述べ 之ヲ 承認 セ 

ラ レ ン^ ヲ 求ム、 一 同 賛成 

〇 議員 點呼。 本部 書記 安倍 代議員 之 -1 當 ル 

甲種 代議員 

米 田 豊 小 原 十三 司. 菅野 

. 馨 山 崎 亭治 安倍 

.國 一 一 清水 良太郞 泉 田 

一 宫 政吉 高 橋 俊 三 , 

古 淸水 萬太郞 立 石 卯 一 郞 

乙種 代議員 



奥 



【間 



. 佐 々木 兵吉 (東北) 板 垣 

川端 京五郞 (東京) 菅野 

草 野 舜介 (東京) 白 根 

原 喜 宇 次 (東海) 田， 主 

西 山 五 一 (裏， 灣) 植田 

布 山 丑太郞 (東京) 岡 

以上 三十 名 ノ中廿 八 名 出席 

缺席者 、ノ 

甲種 代議員 菅^.. 銳 



賛造 (東京) 

利 雄 (東京) 

.英 治 (東京) 

金 治 (近畿) 

ぎ elites} 

伊八 (朝鮮) 



C 2 ^ 



o 安倍 代議員 旣 一一 靄 光一 一 發表シ アル 故 一 I 其 必要 〈ナ 

ケ レドモ 一 言 ス レ バ 此 非常時 局 一一 際 シ 新敎 各派 ハ 合 

问ス ル事ハ 必耍 ナ事デ ァ ル。 夫ガ爲 11 創立 委員 ヲ^ 

ケ 本年 七月 一一 ハ 代議員 ヲ選ビ 創立 總會ヲ 開 キ萬事 順 

調 急 調 一一 進行 シ テ 敎圑ガ 成立 シ タ 。 當部 ヨリ ハ車田 

參與、 小 原 國外傳 道 局長、 其 他 參事等 相 等選バ レ着 

々事 〈進 ンデ 居ル。 會則 乇 文部省 ト ノ 交涉 一 1 於 テ 第 

1 - 事務官 次 >1 最高 斡部ト ノ交涉 モ終リ 幾分 當局 ョ 

リノ 希望 其 他 不審 ノ點 モア リ、 叫 名 ノ交涉 員 ヲ出シ 

當局ト 目下 交涉中 - テ是サ へ 終 レバ 何時 1 一 テ モ 認可 

可能 ノ處 マデ來 テ居ル 

〇 議事 日程 II ヨリ 合同 後一 一 於 ゲル 第 六部 ノ 機構 研究 ノ 

問題 11 移ル 

S 機構 硏究對 策 委員 ノ報吿 提出 ノ 前 一一 各自 ノ 意向 

ヲ 知ル爲 懇談 シテ 尸 如何 

高 橋 代議員 懇談 希望 • 

懇談 中小 出、 田 主、 米 田、 I 宫、 中島、 蔦 田、 奧、 

立 石、 si 等ノ諸 代議員 ノ 意見 發表、 懇談 ァリ、 主 

一一 今後 ノ 機構 一一 於テ 中央 及 地方 トク 聯絡 提携 ノ完フ 

サルヽ 様 ニトノ 要望 ァリ 



〇 日本 基督 敎團 總務 局長 鈴 木浩ー 一氏 來場 

右 懇談 中 一一 鈴 木 氏 新 敎團ヲ 代表 シテ來 場 サレ、 小 原 

代議員 起チテ 同氏 ヲ 紹介 サレ 「御 多忙 中 御 来訪 下サ 

レ シ事 ヲ光榮 一一 思フ。 尙 今後 ト モ種々 御 厄介 一 一 ナラ 

ネバ ナラ ヌ 事故 一 同一 一代 リテ 宜シク 願フ」 ト 歡迎ノ 

辭 ヲ述ブ ■ 

〇 鈴 木總務 局長 挨拶 ノ辭 ， 

『本. 曰此處 -1 於テ 日本 基督 敎圑第 六部 ノ總 會ァ ル事 

ヲ聞 ヰ敎團 JN 代表 シテ 御伺シ タ譯デ テリ マス、 而シ 

テ 一 言ノ 挨拶 ヲ申 述べ 倂セテ 皆樣御 一 同 -1 御 目 一一 懸 

ル機 會ヲ與 ヘラ レ光榮 一 一存 ジ マス。 御 承知 ノ樣 一一 敎 

團發足 ヨリ Cf 四 ヶ月 II ナ リマ スガ 不幸 一一 シ テ未グ 一一 

文部省 ヨリ 認可 ヲ得ズ 一一 居リ マス。 各樣ナ 不便 ヲ蒙 

リ又 「デ マ」 乇飛ン デ居リ 迷 まや 一一 思フ 事モ 度々 ァリ マ 

ス。 然シ此 四 ヶ月 ノ經驗 一一 由リ， 明 力 一一 申 上ゲ 得ル事 

ハ 「內部 的 一一 、ノ 一 一一 成 ック」 トノ 意： i ノ下二 各派 ガ 

i 致シ 熱心-一 協力 シテ居 ル事ハ 事 實デ、 ， 此點 報吿シ 

得ル 次第 デァリ マス。 私 モ初メ ハ祀 憂ヲ抱 イタ 二 人 

デ アリマ シタガ コ チラ 一 「來テ 三 ヶ月 ノ問 種々 ノ會合 

二 出 テ其氣 持. ョ リシ テ必。 ス 成功 ス ル敎 團ナリ トノ確 



. 信 ヲ有 シ 得ル ュ到 リマ シタ 

薪 敎圑ハ 建築 ノ 設計 圔 ノ樣ナ モノ， テア リ マ シテ之 

-循テ 家 ヲ建上 ゲテ行 カネバ ナヲヌ コト故 我等 ハ金 

銀 寶石等 ノ樣- 出來ル ダケ 立派 ナ火 II 耐 フル モノ ヲ 

建 上 ゲル 責任 ガ アリマ ス . 

第 六部 ハ此 敎圑ノ 一 部デ 今日 迄 誠-一忠 實 11 御協力 

下サリ 私共 ハ 衷心 是 11 感謝 シテ 居リ マス。 尙是 ヨリ 

先キ 立派 ナ敎團 ヲ建上 ゲル 爲眞 一一 恥シク ナイ モノ ヲ 

建 テネバ ナ リマ セ ンガ當 六部 〈信仰 ノ 熱心 傳道上 11 

熱烈 ナルハ 誰 モ認ム ル處デ アリマ ス 

何卒 此 特色 ヲ 以 テ 新敎團 一 I 貢献 シ 新敎圑 ヲ シ テ 熱 

心 二 祈リ， 信ジ、 傳 道スル モノ トス ル爲 御盡 カァラ 

ン事 ヲ願フ モノ デァリ マス 

他 ノ敎派 一 1 於 H モ夫々 ノ 特色 ヲ以テ 立派 ナ新 敎圑 

ヲ建上 ゲル 爲 一一 貢献 セラ ル 、 事 デァリ マス ガ之 ハ單 

一一 日本 ノ新 敎圑ノ 爲計リ デナ ク 世界 ノ爲 一一 意義 アル 

コト ヽ惟ヒ マス。 斯 カル 時代 ノ唯中 一一 新敎團 ガ出來 

タノ 、ノ 何 カ其處 一 I 深キ 聖旨 ァ ルコト ヲ信ジ テ疑ハ ザ 

ル モノ デ アリマ ス。 必ズ 將來此 意義 ヲ知リ 感謝 スル 

日 ノア ラ V 事ヲ 信ズル モノ デ アリマ ス。 サ レバ III 



各々 ノ置カ レ タル 立場 一一 於. テ國家 一一 盡忠 報國ス ル n 

トヲ大 一 「心 ガク べキダ ト思ヒ マス。 . 

私 《貴 部 ノ總會 一一 於 テ善キ 相談 ガ爲サ レ 特色 ヲ發 

揮セ ラル 、樣又 新敎圑 ノ善キ カトナ ッ テ頂ク 樣祈ッ 

テ^マ ナイ ノデ アリマ ス 

敎圑ヲ 代表 シ テ 感謝 ャ ラ御 願， ャ ラ ヲ 申上ゲ ル 次第 

デ アリマ ス。 今後 トモ 尙敎圑 ノバック トシ テ御 助ケ 

下サ ル樣 衷心 ヨリ 重ネテ 御願シ テ置キ マ ス』 (拍手) 

〇 議長 ノ答辭 - • 一き, ： 

御 來席ヲ 感謝 シ玆 一一 愈々 相互 ノ關 係ヲ密 一一 セヲ レシ ？ 

コト ヲ謝ス " 

名譽 代議員 ノ席ヲ 提供 シテ 《如何 ト議揚 一一 諮リ 一 同 

拍手 賛成 

〇 引續キ 議長 一 先ヅ 懇談 ヲ打切 グ 機構 委員 ノ報 吿ヲ求 

ム 

山 崎 代議員 起 チ テ 報告 文朗讀 

合同 後 -ー 於ケル 我敎會 ノ 機 搆對. 策 委員 報告 + 

I 、 委員 ノ會合 

昭和 十，； ハ年 十月 九日 午後 一 一時 第 一 回 委員 會ヲ淀 橋 

. 聖敎會 二 開ク。 小 原、 土屋、 板 垣、 菅野利 雄、 山 



崎 ノー 九 人出 席ス。 各自 端的 一 1 機構 ノ構喊 一 1 就キ意 

見ノ 交換 ヲナ セシモ 結論 11 至 ラズ。 十 丹 十六 日 午 

後 一 時半 第二 回ノ 委員 會ヲ 開ク。 小 原、 一 宫、 蔦 

田、 板 垣、 土屋、 山 崎ノ六 委員 出席、 之- 1 日本 基 

督 敎圑ト 連絡 ヲ取 ル爲 r ォブザ ー パ ー」 ト シテ 安倍 

豊造氏 ヲ加フ 

二、 先ヅ第 一 一一 本 委員 會ノ 立場 ヲ明カ -I セ シガ、 耍 

ス ル 一一 日本 基督 敎圑第 六部 ト シ テ持ッ ベ キ 機耩ヲ 

硏究シ テ其 結果 ヲ總會 一一 進言 若ク ハ 案ト シ テ 提出 

ス ルコト ヾセリ 

三、 本 委員 會ノ 第一 方針 トシ テ曰 本聖 敎會々 則ヲ日 

本 基督 敎團 規則 ト對 照シ テ之ヲ 修正 セ ン トセ シモ 

短時間 -I 之 ヲ爲ス ヲ 得ザル 一一 由 リ必耍 アラバ 來ル 

ベ キ總會 一一 於テ 特別委 員ヲ擧 ゲテ之 ヲ托ス ルコト 

ヽセ リ- 

四、 本 委員 會全體 トシ テ略 意見 ノ 一 致シ タル 事 《今 

回ノ 定時 總會 -1 於テ ハ 會則 第三 十條 以下 卅 i 一條 迄 

バ コ レヲ 適用 セザル コト 

第二、 會則 第三 十六 條ノ三 局ヲ. ^局 一 一 增加 シ、 局 

. ト稱 スル事 ハ敎圑 規則 ト 混同 スル恐 アル-ヨリ 部 



ト言フ 名 稱ヲ用 ヒ總務 部、 國內傳 道 部、 國外傳 道 

部、 財務 部、 敎育 部、 人事部、 出版部 ノ七部 トシ 

殊ニ 人事 事務 ハ愼重 一 一 事ヲ處 理スル 必要 アル ヲ以 . 

テ特 一一 其 機構 一 一 充分 ノ 考慮 ヲ 用ュル 事 トシ、 牧師 

ノ 任命 一一 就 テハ萬 遺漏 ナキ ヲ期ス ルコト 

五、 安 f 氏ハ 日本 聖敎會 々則 ノ各條 一一 就テ 改訂 スべ 

キ點デ 指摘 セシガ 其 要點左 ノ如シ 

(ィ) 未ダ 公式 ノ 決定 一一 至ラ ザルモ 從來ノ 監督 ヲ敎 

會長 ト稱ス ル必耍 アルべ シ 

(ro 敎會 長ヲ撰 走スル 場合- ハ先ヅ 理事 十五 名 位 シ 

(此中 一一 《平信徒 ノ 長老 ヲモ 含ム) ヲ選擧 シ之ヲ C 

詮衡 委員 ト シテ 三名ノ 候補者 ヲ擧ゲ 更ー！ 總 會ヲシ 

テ 其中ョ U 1 人 ノ敎會 長 ヲ選擧 セシム 

(ハ) 擧ゲ ラレ タル 理事 十五 名 ハ從來 ノ總會 常置 委 

員 及 參與ノ 職能 ヲ兼 ヌル コト ヽ シ敎務 委員 會 (三 

十六 條ノ七 部長 會議) 一一 テ 決定 シ難キ 重要事項 ヲ 

決定 スル コト 

( 一 I ) 三十 六條ノ 行政 部門 - 在ル七 部長 ヲ 決定 ス ル 

塲 合一！ ハ 理事 會 -於テ 上記 七名ノ 部長 ヲ詮 衡シ總 . 

會ノ 承認 ヲ經 テ敎會 長之ヲ 任命 ス ル事 



車 田 議長 機構 ノ事 二 ッ キ テ 懇談 シ テ " 如何、 一 同黉 

安 位 5 代議員 合同 一一 臨 ン デ モ 從來ノ 各敎團 ノ 傳統、 特 

色、 歷 史等ヲ 尊重 スル トノ 文部省 ノ 意向 ヲ語リ 合同 

後一 一 ハ 在來ノ 我等 ノ名稱 稱へバ 監督 ヲ會 長ト呼 ブガ 

如キ事 一 一 多少 ノ變更 ヲ見ル ノ止ム ナキ事 等 ヲ語ル 

米 田 代議員 ハ 機構 委員 ノ 提出 セ ル機耩 第 一 案- 對シテ 

曩キ 一一 參與會 一一 モ 提出 セル 第二 案ヲ 提出 ス 



第 一 案 



第二 案 



監督— 



總 務 部 

—國 內俾道 部 

一 — I タ傳 道！^ 

--財 務 部 

—敎 育 5|ぉ 

'MP 版 



_ 人事 委員 會 



.f 〜 



ま 務部<|| • 

.傳道部< 剛赠 

^ぎ $ へ 聖書 學校 

剖 〈日曜 學校 

-i 部 <§随 



1 宫 代議員 監督 ト 各部 (局) ト ノ間ノ 聯絡 機關ト シ テ 

書記官 長ノ如 キ者ヲ 必要 ト ス ル旨 及第 一 一. 案ノ 機構 -1 

由 ラズ第 一 案ノ七 部制ヲ 主張 シ國 外、 出版、 兩部ノ 



意義 ヲ述ブ 

議長 士 一時 一一 至リ 一 先 懇談 ヲ打 切リ テ ハ 如何 ト 提議 

ノ鈴 木總務 局長 退場 ノ後 

聖歌！ ー〇 七番第 I 及 四 節ヲ 歌ヒ、 高 橋、 岡兩 代議員 

ノ祈禱 ヲ以テ I 先 ヅ閉會 . ： • . 

第一 曰 (第二 回) 午^ 1 時半 開會 

聖歌 第 七 九番ヲ 歌ヒ立 石、 中島、 雨 代議員 祈 禱ヲ以 

議長 開會 ヲ 宣 シ 、 午前 議事 錄朗讀 ヲ 耍スル ヤヲ 問フ フ 

省略 ノ聲 ァリ、 引績キ 機構 問題 一一 關スル 懇談 繼績。 

伊籐、 蔦 田、 一 宮、 山 崎、 安倍、 古清水， 中島、 立 

石、 小 原ノ諸 代議員 ノ 意見 陳述 ァリ、 主-一 副 監督 ヲ 

立 ツル 耍不 耍ノ 問題 ヲ語ル 

國外傳 道 部及兒 童傳 道部ヲ 夫々 同列 ノ部ト シ テ 新設 

サレタ シトノ 希望 出デ タリ シガ 結局 小 原 代議員 ノ 第 

1 及第 ニ案ノ 主旨 折衷 一一 由ル第 I 案ノ 修正 サレ タル 

機構 提案 サ ル 

議長 懇談 ヲ打 切リ 第一 案ノ 修正案 ヲ 議題 トス ル事ヲ 

承認 ス ルャ否 ヤヲ 議塲ー I 問ヒ 一 同擧手 賛成 
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昭和 十七 年 二月 十日 印刷 

昭和 十七 年 二月 十八 日發行 



發行所 



東京 市 豐島區 椎名町 四ノニ o 六 九 

M 蒲^, 山 崎 亭. 治 

東京 市 淀橋區 柏木 ニノ 二 七 五 

印刷所 星光舍 印剐听 



東京 市 淀橋區 柏木 四 ノ九四 四 

. 日本 基督 敎圑第 六部 本部 

-七六 o 二八 番 



會 

の 

釗 
立 



nth i 



王 



裂 研 



赤 


1 


旗 


、冶 


事 


件 


安 




警 


1 


察 


大 


法 


逆 


制 


离 


定 


件 




1 


社 


片 


會 


山 


民 


则 




m 



期 II 發生 時代 

勞働 組合 期成 會 

平民 社 ii- 日本 

a I 沈潜 時代 

賣文社 —— 友愛 

期 ！ 勃興 時代 

勞働 ^ 合の 組織的 發展 —— 瓧會、 王 義の再 輿 n デ モク ラシ ，思潮 i マル キシ 

ズム の 擡^ !-- 社會 主義 同盟 -,！ 「アナ」 と 「ボル」 II 全 國勞働 組合 總職合 創立 

大會 ，1! 曉民 共產露 事件 1 國 家主 一 



mi ― 



部 B 

近 次 

期 



八 



第 一 次 日本 共產黨 事件 さ 一 

1 味の 檢擧 I 組 織 過程 —- 佐野學 —— 方向 嚣 

第 1 時 共產黨 創立 前後の 共 產主篛 運動 お 

ヅ， < 9 ャぉ兵 問 厘 I 口 シャ 飢饉 救 濟蓮動 —— 水 KHM 運動 —— 早大 軍事 硏究圑 

騷動 I. 三 法案 反對 運動 

關東 大震災 セ九 

勞働總 同盟の 方向 轉換 八 一 

普選 運動 • 金 

政治 研究 會 

總 同盟の 分裂 及び 評議 會の 創立…： 金 

無 產政黨 組織 運動 化 

擧 生共產 主義 蓮 動の 概要 ：：： さ 



國家 主義者との 衝突 ね 八 

第二次 日本 共、 產黨 事件 18 

扭織 過程 —— 露 フラクションと 細胞 II 共產 111 莲 動の 潜行 的？^ お 化 II 三 • 一 

五撿擧 II 三 園體の 解散 命令 ！ 血-」 彩られた 中間 檢擧 ！ 三 • 一 ^撿 奉お 邋 

れた ml 頭の 暗躍 .i 第二次 日本 共產靄 暗躍の 跡 .—— S 頭の 浍擧 ！ I 翳 活動 資金 

は何處 から 出た か 9. It ク， トべ ，留學 生 

國家 主義 運動の 墮落期 ，• 

再建 共產黨 事件 - 一四 八 

再建 共產 翳の 特色 I 組織 過程 —— 「武装蜂起」 の 指令 動 い て 帝都の 警官 廿 五名 

死傷：— 露 外側 部隊 シ ン パ サイ ザ 再建 翳 一 頭の 檢擧 

國家 主義 運動の 復活 擡頭 一八^ 

血盟 暗殺 團 事件 ニ0セ 

笾織 過程 血盟 閬員 略歷—— 井上準之助 氏 及び 團 琢磨 氏の 暗殺^ i 一味の 撿 

擧 I 血盟 M 一 呋 暗躍の 一 I 血盟 副 一 味の 暗躍の 二 II 百餘 名の 參考人 

非常時 共產 黨事怦 ニ屋 



と、 それ <\ の 分檐を 定め、 更に 實行 日時、 銃 制に ついては、 軍人 側の 實行 日時 は 昭和 七 年 五 

月 十五 日 午後 五 時半、 農民 決死隊の 變電^ 襲擊は 同日 午後 七 時と なし、 同日 午後 五 時、 第 1 班 

は 九 段靖國 神社 境內 に、 第二 班 は 芝 高 輪 泉 岳 寺に、 第三 班 は 新橋 驛に、 それぐ 集合し、 ^動 

隊、 農民 決死隊 は、 各自 分擔の 場所に、 所定の 時刻に、 一 齊に 豫定の 計晝を 決行す る こと を 誓 

つた。 そして、 軍人 側 は 所期の 目的 達成 後、 全部 警視 廳を 襲撃した 上 憲兵隊に 自首す る ことと 

し、 それまでの 銃 制に ついては、 海軍 側 は古賀 中尉、 陸軍 側 は 池 松が 指揮者と なること 等、 行 

動に 關 する 細密な 計畫を 決定して 會議を 終った。 そして 會議 からの 歸 途古賀 中尉 は 後藤 閡彥に 

農民 決死隊の 護身 用の 爲 めの 短刀 七 口と、 西 田 稅狙擊 擔當者 川 崎 長 光の 武器に ビス トル 一挺、 

實彈 六發を 渡した のであった。 

西田稅 氏に 對 して は、. 別に 古賀 海軍 中尉、 橘 孝 三郞、 後 籐閎彥 等が 協議した 結果、 西 田 氏 は、 

從來 同志と して 相 提携して 來 たに も拘ら す、 今次の 計畫を 妨害 せんとして ゐ るから、 この 際 彼 

を 殺害す る 必要が あると なし、 同志で あ 血盟 圑の 殘黨 である 川 崎 長 光 をして、 その 任に 當ら 

せる ことにな つたので あった。 

五 • I 五 事件 四 1 七 





2 Ass 明 I 簡潔 明快、 而も 興味 多く 說 明して、 整然と 銃 一 され 最も 使用に 便利で ある。 

力 - A 頂 HS ！ 四千、 人名 七 K2、 百餘 年間の 社會史 年表 等 社會科 擧に關 する 一切 を 網羅す o 

矗騸 輯 —— 社 會科舉 1 切 を 完全 周到に 牧め、 殊に 日本に 關 する 事項が 豊富で ある。 

特 蟲髏 @ II ポケット 形淸酒 堅牢 組版 は六猇 活字 二 段 組み ァ *ィ* ゥ *ラ ォ順に 配列す。 

© 皋價 格 II 千 七 百 頁、 ニ圓 (二 萬 部 限定 後は定 債) 如何なる 辞書よりも 低廉で ある o 
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六 

めて 積極的に して 且つ 眞摯 なる 點 であり、 更に その 民 性より して 實行 力に 富んで ねる ことで ある。 今 

や、 緬甸人 は 世界 動亂を 千載一遇の 好機と して、 ー氣に 年來の 宿望 を 達成し、 その 獨立を 完遂 せんと 

種々 畫策 しつ、 あ. c、 帝國が 積極的 支援と 誘掖 さへ 惜しまなかったならば、 成功 疑 ひなき 所まで 來て 

一 . . 

ゐ るので ある。 

皮 等 は 從來英 同の 武力に 屈服した と は 言っても、 その 懷柔 策に は斷 じて 乘ら や、 逆に 英國の 搾取 政 

治：^,, 反感 を 募らせて わる。 嘗 つて 日露 戰爭 が勃發 した 當時、 緬甸人 は 皆、 東洋の 一 小島 帝 國が又 

1 つ 白人の 爪牙に かけられ、 忽ち 自分 等と 同じ 悲慘な 蓮 命に 陷る ものと 信じて ゐた。 然るに 奚ぞ 計ら 

ん、 亞細亞 人た る 此の 日本が 當時 世界最大の 陸軍 國を 以て 誇稱 せる、 大 P シャを 屈服せ しめた こと は 

實に 有， り 得べ からざる 一 大 驚異であった。 併し 之よ h-して、 白人に は 到底 敵し 得すと する 考 へが 覆へ 

され、 彼等の 衷に 眠る 民族的 自覺 を、 强 く覺醒 せしめた のであった。 加 之、 緬甸に は 傑 僧 ォッタ マが 

居った。 彼 は 日本に 亡命して 長く 大谷 光瑞 師の 許に 寄寓し、 その 間 詳細に 日本 及び 日本人 を 研究した。 

後、 第一 次 歐洲大 戰當初 緬甸に 凝り. 『日本』 なる 名著 を 公刊した。 彼 は 日本が 强 大口 シャに 大捷 せる 

听以 は、 擧國 一致 協力せ し圑結 力の I であると 喝破し、 緬甸 人の 緬甸 再建の ために は、 唯 民族 を擧る 

協力 一致 あるの みと 强調 警. 吿し だ.. ので ある。 偶 5 當 時緬甸 は祖國 解放 蓮 動の 機 蓮が、 澎湃と 燃え 上 b 

つ、 あった 秋で あり、 而も fpa を 極度に 尊敬す る緬甸 である。 この 書が 强大 なる 反響 を 及ぼした こと 



は理 の當然 で、 幾何 もな くォッ タマ 自ら 獨 立の 實際蓮 動に 乘 出す や、 彼 を 中心として 靑年 僧侶 翕然と 

相 集. 9、、 遂に 『佛 敎靑 年會』 が 結成され た。 

佛敎靑 年會は 現在 獨立を 目途と して 活動 じつ、 あ KT> 各黨の 核心 的 勢力 をな す ものであって、 緬甸 

民族 運動の 母體 とも 稱す ベ きもので ある。 僧ォッ タマ は 昭和 十四 年 九月、 六十 歲を 一 期と して 惜しく 

も 長逝した が、 その 烈々 たる 遺志 は 朽ちす、 農民 及び 學生群 を 率 ゆる ク • ソ，. 'テン こそ、 彼の 遺 鉢を繼 

ぐ ものである。 また 一方、 靑年 僧侶の 活動 は 實際蓮 動の 中樞 指導力と して、 益-重き を 加へ つ 、ある。 

由來、 滅甸獨 ま ¥1 の 趨勢 は、 》大 體ニ箇 に 分けて 見る ことが 出來 る，^ その 一 は、 旣 成犹黨 の 合同に 

より 現 親 英內閣 を 倒し、 - 統治 法 4- 改訂して 合法的に 獨立を 獲撙せ ん と す る もの.， で あ. る 。 ， j れ， ゆ f 練 不 

平 政治家 や 野 心 家 が , 自己の 爲 めに せんと 策謀す ると こ. c で 、/獨 立 を 表看板 にして 內 取 り 

らの 野望 ^.w. けんとす る ものである。 從 りて、 之 を 知る 一般 民衆 を 動かす 力と はなつ. 

その 二 は、 タケ ン本 黨、 緬甸 自由 聯盟 * 農民 黨、 聯合 黨 及び 靑年 僧侶 阒の 指導す る、 眞摯 なる 反英 

蓮 動で、 旣成 政黨者 流に 慊らぬ 新進 政治家 及び 思想家、 宗敎家 達に よって 支持 せらる、 ものである。 

彼等 はよ く 民意 を 察し 民心 を捉 へ、 常に 自ら 身 を 挺して 實際蓮 動に 沒頭 しつ、 あつたので あるが、 最 

近 亞細亞 及び 歐洲 情勢の 急轉 囘に乘 じ、 頓 に活潑 なる 動き を 示しつ、 ある。 

全 緬甸靑 年 傦侶層 は 夙く より 國内 統一 を畫 策し、 昭和 十四 年 以來晨 ぶ 代表者 大き を 開催して、 輿論 



